
【
問
①
】
Ｐ
Ｍ
２・５
の
市

民
へ
の
注
意
喚
起
は
。

【
答
】
微
小
粒
子
状
物
資

（
Ｐ
Ｍ
２・５
）
は
、
粒
子

の
大
き
さ
が
非
常
に
小
さ

い
た
め
、
肺
の
奥
深
く
入

り
、
肺
が
ん・呼
吸
系
や
、

循
環
器
系
の
健
康
被
害
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
注
意

喚
起
は
、
市
民
へ
は
音
声

告
知
放
送
や
デ
ー
タ
放
送

で
、
保
育
園
や
小
中
学
校

へ
は
電
話
な
ど
で
速
や
か

に
連
絡
す
る
。

【
問
②
】
外
国
人
観
光
客

の
誘
致
に
向
け
た
観
光
基

盤
の
整
備
や
情
報
発
信
は
。 

【
答
】
外
国
人
観
光
客
に

対
す
る
観
光
基
盤
の
整
備

が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
今
年
夏
に
世
界
15
カ

国
１
２
５
名
の
少
年
少
女

が
参
加
す
る
「
世
界
少
年

野
球
福
井
大
会
」
が
本
市

を
始
め
、
嶺
南
一
帯
で
開

催
さ
れ
る
の
で
、
小
浜
の

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
よ

う
、
お
も
て
な
し
の
体
制

を
整
え
た
い
。

【
問
③
】災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
体
制
は
。

【
答
】
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
な
ど
の
必
要
性
を
確
認

し
、
こ
の
度
民
間
４
団
体

で
「
小
浜
市
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
連
絡

会
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

【
問
④
】
南
川
堤
防
の
補

強
に
つ
い
て
。

【
答
】
台
風
13
号
に
よ
る

堤
防
決
壊
に
よ
り
、
住
民

の
生
命
と
財
産
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と

で
、
河
川
に
対
す
る
意
識

が
高
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
災
害
の
未
然
防
止

に
向
け
た
堤
防
の
強
化
を

積
極
的
に
今
後
も
県
に
対

し
要
望
し
て
い
く
。

自然災害に対し、十分な知識と対策を！

ページ 氏　名 質　問　項　目

８ 　今井　伸治

・環境問題について

・小浜市観光まちづくりについて

・28 災について

９ 　風呂　繁昭 ・平成 25 年度当初予算、経済と観光について

９ 　能登　恵子

・０歳児からの「ブックスタート事業」を求める

・市の会館およびセンター等の「使用制限」を問う

・小浜線を活性化

９ 　宮崎　治宇蔵

・原発事故から２年、原発防災について

・木質バイオマスエネルギーの産業化について

・水道ビジョンについて

・北川水系河川整備計画について

10 　清水　正信 ・総合交通網の整備について

10 　下中　雅之 ・小浜市の次世代育成支援施策について

11 　三木　尚 ・小浜市の水道計画について

11 　松崎　圭一郎

・原発稼働停止が及ぼした経済影響について

・PM2.5 について

・拉致問題について

市政を問う ! 一般質問
　３月定例会では８人の議員が 17、18 日に、市政各般にわた
り一般質問を行いました。

※一般質問の原稿は発言議員自らが作成しています

今井　伸治
議員

【台風 13 号の慰霊碑（竹原）】

おばま議会だより❽



【
問
①
】
福
島
原
発
事
故

か
ら
２
年
が
経
過
し
た

が
、
こ
の
事
故
を
踏
ま
え

た
市
長
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

【
答
】
国
や
県
、
電
力
事

業
者
に
対
し
、
原
子
力
発

電
所
の
安
全
、
管
理
体
制

の
徹
底
や
地
震
、
津
波
時

の
際
の
安
全
対
策
を
強
く

求
め
る
と
と
も
に
、
市
の

地
域
防
災
計
画
を
早
急
に

改
定
で
き
る
よ
う
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
。

【
問
②
】
町
お
こ
し
と
循

環
型
社
会
構
築
の
た
め
に

小
浜
市
で
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

【
答
】
未
利
用
間
伐
材
等

を
原
料
と
し
た
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
は
、
他
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
発
電
と
は
異
な
り
、
収

集
、
運
搬
等
の
工
程
を
経

過
し
て
発
電
施
設
に
バ
イ

オ
マ
ス
を
搬
入
す
る
プ
ロ

セ
ス
が
必
要
で
あ
り
、
林

業
振
興
や
雇
用
創
出
な
ど

の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
継
続
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
問
③
】
地
下
水
調
査
の

結
果
、
飲
料
水
と
し
て
使

用
で
き
る
地
下
水
が
確
保

で
き
た
場
合
、
市
民
に
ど

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
く

の
か
、
市
長
に
伺
う
。

【
答
】
浄
水
場
建
設
事
業

は
、
大
き
な
事
業
費
を

伴
っ
た
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付
け

て
い
る
。
調
査
結
果
が
出

た
段
階
で
浄
水
場
建
設
事

業
の
規
模
、
建
設
時
期
な

ど
に
つ
い
て
判
断
し
て
い

き
た
い
。

【
問
④
】
北
川
水
系
河
川

整
備
計
画
に
お
け
る
治

水
、
危
機
管
理
の
具
体
的

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
本
年
度
か
ら
河
道

掘
削
に
国
の
直
轄
事
業
と

し
て
着
手
す
る
。
江
古
川

住
民
へ
の
浸
水
避
難
の
目

安
と
な
る
量
水
板
を
設
置

予
定
で
災
害
の
未
然
防
止

に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て

い
く
。

58 億円の浄水場建設計画は見直すべき！

【
問
①
】
平
成
25
年
度
当

初
予
算
の
経
済
活
性
化
と

観
光
に
つ
い
て
、
予
算
編

成
を
見
ま
す
と
厳
し
い
経

済
状
況
と
把
握
さ
れ
た

中
、
経
済
対
策
の
「
経
」

も
で
て
こ
な
い
経
済
活
性

化
の
予
算
化
は
？
３
月

補
正
予
算
に
お
い
て
も

１
億
４
４
０
０
万
円
基
金

へ
繰
り
入
れ
た
だ
け
で
は

な
い
で
す
か
？
税
収
減
、

税
収
減
と
言
わ
れ
ま
す
が

平
成
23
年
度
決
算
で
は
前

年
度
比
約
６
０
０
０
万
円

の
増
収
で
す
。
企
業
誘
致

も
基
金
積
立
も
大
事
で
す

が
既
存
の
企
業
「
企
業
立

地
」
支
援
を
推
進
し
景
気

の
底
上
げ
を
願
う
ば
か
り

で
す
。
厳
し
い
経
済
状
況

に
対
す
る
当
初
予
算
に
ど

う
反
映
し
た
の
か
？

【
答
】
市
民
の
安
心
安
全

の
た
め
の
防
災
行
政
無
線

整
備
、
学
校
耐
震
化
工
事

や
今
富
公
民
館
建
設
、
ま

ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に

む
け
、
重
伝
建
地
区
の
景

観
形
成
の
魅
力
ア
ッ
プ
事

業
、
観
光
推
進
に
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
補
助
や
企
業

振
興
助
成
等
予
算
化
し
た
。

【
問
②
】 

商
工
会
議
所
関

係
の
補
助
金
が
10
年
前
に

比
べ
る
と
半
減
し
て
い
る

が
、
活
性
化
に
繋
が
る
支

援
は
で
き
な
い
か
？

【
答
】
地
域
力
活
用
支
援

事
業
に
取
り
組
む
。

【
問
③
】
ブ
ラ
ン
ド
力
を

つ
け
れ
ば
産
業
力
ア
ッ
プ

に
繋
が
る
、
地
力
ア
ッ
プ

の
支
援
が
で
き
な
い
か
？

【
答
】
農
林
水
産
物
を
用

い
て
商
品
開
発
販
売
者
に

市
独
自
の
補
助
制
度
創
設
。

【
問
④
】
製
造
業
等
、
理

工
系
の
人
材
確
保
の
為
奨

学
金
制
度
の
支
援
策
は
？

【
答
】
県
の
制
度
を
活
用

し
今
後
人
材
確
保
の
有
効

な
方
策
を
検
討
す
る
。

【
問
⑤
】
歴
史
文
化
を
活
か

し
た
地
域
、
人
づ
く
り
は
。

【
答
】
重
伝
建
保
存
地
区

の
街
路
に
面
す
る
修
理
、

修
景
の
助
成
率
、
限
度
額

を
引
き
上
げ
て
事
業
促
進

に
繋
げ
て
い
く
。

小浜市の機動的な経済活性化の政策は？

【
問
①
】「
０
歳
児
か
ら

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を

求
め
る
」（
Ａ
）
０
歳
児
に

絵
本
が
果
た
す
役
割
は
？

【
答
】
全
国
50
％
の
自
治

体
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い

る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

と
は
、
絵
本
を
た
だ
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
の
で
は
な

く
、
両
親
と
一
緒
に
本
を

開
き
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

分
か
ち
合
う
き
っ
か
け
づ

く
り
で
す
。
子
育
て
支
援

に
も
効
果
が
あ
り
、
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
無
い
け
れ

ど
小
浜
市
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
力
を
お
借
り
し
て
読

み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
。

（
Ｂ
）
一
生
の
宝
と
な
る

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
親

子
の
子
育
て
支
援
を
兼
ね

た
、
こ
の
事
業
を
進
め
る

べ
き
で
は
。

【
答
】
い
じ
め
の
問
題
の

原
因
も
０
歳
児
か
ら
親
子

の
触
れ
合
い
が
大
切
と
思

う
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
各
課

と
認
識
を
共
有
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
携
が
必
要
。

【
問
②
】
市
の
貸
し
会
館

等
の
「
使
用
の
制
限
」
を

統
一
し
て
、
公
的
施
設
と

し
て
信
頼
を
損
な
う
こ
と

が
無
い
よ
う
、
安
全
対
策

を
求
め
る
。

【
答
】
施
設
の
利
用
基
準
に

基
づ
き
使
用
許
可
を
出
す
、

営
業
活
動
の
内
容
ま
で
審

査
は
難
し
い
が
、
悪
質
商

法
な
ど
の
対
処
と
し
て
消

費
者
教
育
に
取
り
組
む
。

【
問
③
】
小
浜
線
活
性
化

の
為
、
Ｓ
Ｌ
や
ラ
ッ
ピ
ン

グ
列
車
を
走
ら
せ
て
は
？

【
答
】
Ｊ
Ｒ
と
調
整
も
必

要
で
あ
る
が
、
先
ず
は
嶺

南
広
域
行
政
組
合
と
と
も

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
再
質
疑
】
嶺
南
広
域

行
政
組
合
の
管
理
者
は

「
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
方
は
、

是
非
検
討
し
た
い
。
特
に

小
浜
線
を
利
用
し
た
取
り

組
み
は
、
取
り
組
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
事
業
と
認

識
を
致
し
て
お
り
ま
す
。」

と
答
え
た
。
こ
の
答
は
２

市
４
町
長
の
総
意
か
。

【
答
】（
市
長
）総
意
で
あ
る
。

成熟した社会は人を育てる！

一般質問

宮崎治宇蔵
議員

能登　恵子
議員

風呂　繁昭
議員

❾おばま議会だより



可
決
し
た
意
見
書

【
問
】
平
成
７
年
に
起
き

た
阪
神
淡
路
大
震
災
の
際

に
は
太
平
洋
側
の
主
要
道

路
が
通
行
不
能
と
な
り
、

迂
回
路
と
し
て
国
道
27
号

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
幹
線
道
路
の
重
要
性
を

改
め
て
痛
感
し
た
。ま
た
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

が
経
ち
、
小
浜
市
で
は
自

家
用
車
を
使
用
し
た
避
難

が
現
実
的
で
あ
り
、
舞
鶴

若
狭
自
動
車
道
の
全
線
開

通
が
待
ち
望
ま
れ
る
。
そ

こ
で
、
国
道
３
０
３
号
の

地
域
高
規
格
道
路
化
な
ど

災
害
に
強
い
道
路
整
備
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

【
答
】
全
体
で
約
60
％
の

進
捗
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
の
全
線
開
通
に

順
調
に
進
ん
で
い
る
。
地

域
高
規
格
道
路
へ
の
昇
格

に
つ
い
て
、
今
後
も
情
報

交
換
等
を
行
い
、
隣
接
市

町
と
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

【
問
】
鉄
道
網
の
整
備
に

つ
い
て
、
小
浜
線
電
化
か

ら
10
年
、
当
時
の
小
浜

線
利
用
者
数
は
一
日
当
た

り
５
０
０
０
人
以
上
、
現

在
は
約
４
２
０
０
人
。
小

浜
線
は
嶺
南
全
体
で
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
方
、
琵
琶
湖
若
狭

湾
快
速
鉄
道
の
建
設
に
向

け
た
運
動
は
20
年
以
上
経

過
し
た
が
、
建
設
財
源
収

支
採
算
性
等
何
も
課
題
が

解
決
で
き
な
い
。
も
う
結

論
を
出
す
時
。
も
う
一
方

で
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー

ト
は
封
印
さ
れ
て
き
た

が
、
敦
賀
ま
で
認
可
、
着

工
さ
れ
た
今
、
若
狭
ル
ー

ト
実
現
に
嶺
南
地
域
、
福

井
県
が
一
致
団
結
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
そ
の
取
り

組
み
を
問
う
。

【
答
】
嶺
南
市
町
議
長
会
、

嶺
南
広
域
行
政
組
合
等
と

も
フ
ル
規
格
に
よ
る
若
狭

ル
ー
ト
実
現
を
強
く
訴
え

て
き
た
。
国
土
は
も
と
よ

り
、
福
井
県
の
均
衡
あ
る

発
展
と
北
陸
、
関
西
の
一

体
的
な
進
行
、
強
靱
な
国

土
形
成
に
不
可
欠
で
あ

る
。

若狭に「ひかり」を！

【
問
①
】
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
支
援
に
対
す
る
取

り
組
み
を
伺
う
。

【
答
】
子
育
て
家
庭
が
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
通
常
の
保
育
に

加
え
、
一
時
保
育
、
夜
間

保
育
、
病
後
児
保
育
事
業

な
ど
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
開
設
し
、
昼
間
保
護

者
が
い
な
い
家
庭
の
小
学

生
児
童
を
受
け
入
れ
、
育

成・指
導
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
②
】
子
ど
も
が
病
気

に
な
っ
た
と
き
、
保
護
者

の
仕
事
な
ど
の
事
情
に
よ

り
、
一
時
的
に
子
ど
も
を

預
か
る
病
児
保
育
設
置
に

対
す
る
考
え
を
伺
う
。

【
答
】
病
児
保
育
に
つ
い

て
は
、
看
護
士
や
保
育
士

配
置
、
ト
イ
レ
等
専
用
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
が
課
題
で

開
設
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
が
、
病
後
児
保
育
の
委

託
先
で
あ
る
小
浜
病
院
と

協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
問
③
】
国
で
は
、
本
年

４
月
に
子
ど
も
子
育
て
会

議
が
設
置
さ
れ
、
市
町
村

に
お
い
て
は
努
力
義
務
と

し
て
い
る
が
、
小
浜
市
で

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
本
市
に
お
い
て
は
、

市
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る

「
小
浜
市
児
童
福
祉
審
議

会
」
に
、
子
育
て
当
事
者

や
教
育
・
保
育
事
業
関
係

者
に
新
た
に
臨
時
委
員
と

し
て
参
画
い
た
だ
き
、
こ

の
組
織
で
新
制
度
施
行
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

【
問
④
】
次
世
代
育
成
に

対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

【
答
】
子
ど
も
は
社
会
の

希
望
・
未
来
を
つ
く
る
力

で
あ
り
、
健
や
か
な
育
ち

は
大
人
に
と
っ
て
願
い
で

あ
り
喜
び
で
も
あ
る
。
今

後
も
安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

や
安
心
、
安
全
な
環
境
づ

く
り
、
教
育
環
境
の
整
備
、

仕
事
と
育
児
の
両
立
の
推

進
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

子育て支援は地域一体の取り組みが重要！

清水　正信
議員

下中　雅之
議員

過
疎
地
の
郵
便
局
効
率
化
推
進
に

反
対
を
求
め
る
意
見
書　

　

改
正
郵
政
民
営
化
法
（
以
下
改
正
民
営
化
法
）

が
成
立
し
、
三
事
業
一
体
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
金

融
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
義
務
付
け
ら
れ
た

が
、
昨
年
10
月
１
日
か
ら
発
足
し
た
日
本
郵
便
株

式
会
社
に
お
い
て
実
施
を
検
討
さ
れ
て
い
る
過
疎

地
の
郵
便
局
を
隔
日
営
業
や
半
日
営
業
と
す
る
こ

と
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
非
常

に
不
便
な
も
の
と
な
り
、
改
正
民
営
化
法
の
趣
旨

に
も
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
隔
日
営
業
、
半
日
営
業
の
実
施
は
過
疎

地
域
の
郵
便
局
の
廃
止
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の

は
目
に
見
え
て
い
る
。
全
国
の
農
業
協
同
組
合
の

支
所
が
合
理
化
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
今
、
金
融
機

関
が
郵
便
局
し
か
な
い
地
域
も
あ
る
。
郵
便
局
が

合
理
化
さ
れ
る
と
地
域
の
衰
退
も
一
層
進
む
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　

地
域
再
生
・
地
域
振
興
の
核
と
な
る
郵
便
局
は
、

過
疎
地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
過
疎

地
の
郵
便
局
の
隔
日
営
業
や
半
日
営
業
な
ど
の
検

討
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

おばま議会だより❿



【
問
】
今
議
会
に
は
２
年

半
に
亘
り
継
続
し
て
反
対

し
て
き
た
「
浄
水
場
建

設
」
の
関
連
予
算
が
初
め

て
上
程
さ
れ
重
大
な
決
意

で
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し

た
。
市
長
の
所
信
表
明
で

は
気
候
変
動
に
よ
る
水
資

源
減
少
と
水
質
悪
化
の

懸
念
か
ら
小
浜
平
野
の

地
下
水
調
査
を
３
カ
年

６
３
６
４
万
円
で
実
施
す

る
。こ
れ
ま
で
市
側
は「
浄

水
場
の
建
設
中
止
は
考
え

て
い
な
い
」
と
の
立
場
で

す
。
私
は
一
貫
し
て
「
小

浜
の
地
下
水
は
良
質
で
大

変
豊
か
」
で
あ
り
「
現
在

の
水
源
を
大
切
に
使
い
続

け
る
」
こ
と
こ
そ
市
民
の

利
益
だ
と
根
拠
を
示
し
強

く
訴
え
て
き
ま
し
た
。
①

小
浜
市
街
の
地
下
を
流
れ

小
浜
湾
に
湧
出
す
る
地
下

水
は
１
日
当
り
65
万
㌧
で

平
均
利
用
量
の
30
倍
以
上

と
推
計
さ
れ
る
。
②
小
浜

で
は
気
候
変
動
に
よ
る
降

水
量
の
減
少
は
見
ら
れ
な

い
。
③
現
在
の
上
水
道
４

水
源
の
量
質
に
懸
念
は
な

く
将
来
の
心
配
も
具
体
性

が
な
い
。
④
浄
水
場
建
設

時
に
は
水
道
料
金
は
現
在

の
３
倍
を
越
す
こ
と
を
再

度
指
摘
す
る
。
ま
た
議
案

の
地
下
水
調
査
計
画
の
不

備
を
詳
細
に
質
す
。

【
答
】（
市
長
）
調
査
は
県

立
大
学
と
も
連
携
し
市
民

参
加
の
体
制
で
調
査
内
容

を
水
道
問
題
に
限
定
す
る

こ
と
な
く
当
市
発
展
の
た

め
の
地
下
水
調
査
に
変
え

多
方
面
に
活
用
す
る
。
浄

水
場
建
設
に
関
し
て
は
市

民
に
と
っ
て
最
良
の
選
択

を
行
う
。

【
意
見
】
理
事
者
と
の
議

論
の
末
、
右
の
答
弁
を
市

長
か
ら
引
き
出
し
ま
し

た
。
多
額
の
経
費
を
か
け

る
調
査
で
す
の
で
小
浜
市

の
誇
れ
る
地
下
水
を
市
民

生
活
、産
業
、観
光
、教
育
、

自
然
環
境
保
全
等
、
多
方

面
に
活
用
で
き
る
大
切
な

資
源
と
し
て
後
の
世
代
に

引
き
継
げ
る
様
な
成
果
を

強
く
望
み
ま
す
。

小浜の地下水を地域活性化策に！

原
発
稼
働
停
止
が
及
ぼ
し

た
経
済
影
響
に
つ
い
て

【
問
①
】
県
が
、
原
発
の

長
期
運
転
停
止
が
嶺
南
の

経
済
に
与
え
る
影
響
を
探

る
た
め
に
、
原
発
と
取
引

の
あ
る
事
業
所
を
対
象
に

聞
き
取
り
調
査
を
し
た
と

こ
ろ
、『
事
業
所
の
売
上

減
少
幅
は
、
平
均
20
％

で
、
建
設
業
は
定
検
や
維

持
補
修
工
事
が
無
く
な
り

30
％
の
減
、
旅
館
や
ホ
テ

ル
は
風
評
被
害
等
に
よ
り

13
％
の
減
、
中
で
も
タ
ク

シ
ー
、
飲
食
店
に
は
多
大

な
影
響
が
あ
る
。
特
に
原

電
作
業
員
向
け
の
民
宿
は

70
％
近
く
減
る
深
刻
な
事

態
と
な
っ
て
い
る
。
更
に

雇
用
に
関
し
て
も
事
業
主

の
都
合
に
よ
る
解
雇
者
の

求
職
が
１
月
前
年
同
期
で

３
割
増
加
、
雇
用
調
整
を

し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か

と
な
っ
た
』
こ
の
よ
う
な

状
況
下
、
当
市
の
場
合
は

い
か
が
か
。

【
答
】
景
況
調
査
で
は
、

バ
ス
等
の
輸
送
関
係
が
、

原
電
停
止
の
影
響
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
、
風
評
被

害
に
よ
り
、
入
込
客
数
、

宿
泊
者
数
が
減
少
し
て
い

る
。

【
問
②
】
今
後
、
ま
す
ま

す
雇
用
悪
化
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
市
の
対
応
は
。

【
答
】
社
会
人
採
用
枠
を

設
け
て
、
原
発
関
係
の
職

務
経
験
の
あ
る
職
員
が
必

要
と
な
れ
ば
、
正
規
・
嘱

託
職
員
と
し
て
の
採
用
を

検
討
し
た
い
。

Ｐ
Ｍ
２・５
に
つ
い
て

【
問
】
Ｐ
Ｍ
２・５
へ
の
特

殊
防
御
マ
ス
ク
は
、
今
後

入
手
困
難
が
懸
念
さ
れ

る
。
行
政
で
、
無
料
あ
る

い
は
斡
旋
で
き
な
い
か
。

【
答
】
汚
染
状
況
が
悪
化

し
た
場
合
、
国
や
県
の
動

向
を
見
極
め
検
討
し
た
い
。

拉
致
問
題
に
つ
い
て

【
問
】
新
年
度
の
目
標
は
。

【
答
】 

安
倍
内
閣
と
共
に

問
題
解
決
に
向
け
て
全
力

を
傾
け
た
い
。

原発稼働停止が及ぼした経済影響！

一般質問

三木　　尚
議員

松崎圭一郎
議員

今月の表紙
上段　小浜市スキー連盟
２月３日、今庄 3 ６５スキー場で小浜市ス
キー連盟主催の子どもスキー教室の様子。毎
年、市内小学生を中心にスキーの指導を行っ
ています。

下段　若狭ウインドアンサンブル
２月 24 日、文化会館で行われた若狭ウイン
ドアンサンブルの定期演奏会。今回で 15 回
目を迎え、会場の聴衆を美しい音色で魅了し
ました。

議会を傍聴しませんか？
議会を傍聴する手続きは、５階の議会事務局
で住所と氏名を書くだけです。

ー６月定例会の予定ー
６月　３日（月）本会議　
６月１３日（木）一般質問
６月１４日（金）一般質問
６月２１日（金）本会議　

⓫おばま議会だより



編
集
後
記

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
は
、
６
人
の
委

員
が
親
し
み
や
す
い
、
わ
か
り
や
す
い

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
こ
の
１
年
間
を
鋭
意
紙
面

づ
く
り
に
勤
し
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
号
を
重
ね
る
た
び
に
、
文
字
媒
体

で
伝
え
る
難
し
さ
を
い
や
と
い
う
ほ
ど

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
紙

面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
が
、
現

在
の
委
員
で
の
最
後
の
編
集
で
す
。
次

号
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
で
発
行
さ
れ
ま
す

の
で
、
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
広
報
委
員　
　
松
崎
）

広
報
委
員
会

　
委
員
長　
　
宮
崎
治
宇
蔵

　
副
委
員
長　
小
澤　
長
純

　
委
員　
　
　
西
本　
清
司

　
　
　
　
　
　
松
崎
圭
一
郎

　
　
　
　
　
　
三
木　
　
尚

　
　
　
　
　
　
上
野　
精
一

小浜第二中学校
和気あいあいの合唱部

中
学
生
の
ガ
ン
バ
リ
！

合唱部部長
湯
ゆ ぐ ち

口あかねさん（３年生）にインタビュー

▶部員数は　13人　▶部
活で頑張っていること
夏の大会に向けて毎日猛
特訓中です　▶部活の好
きなところは　顧問の先
生の指導がよく、また引
退した先輩が励ましにきてくれること
です　▶小浜の好きなところは　自然
が多くいつまでも残っていてほしいで
すね　▶これだけはわかってほしい　
合唱部は暗いイメージがありますが、
運動部のようにランニングもし、練習
も和気あいあいと明るい部活です

小浜中学校
修学旅行での体験活動

PR 販売活動１組実行委員長
門
もんかわ

川洋
よ う た

太さん（３年生）にインタビュー

▶体験の内容は　修学旅
行中に東京の浅草で小浜
の食べ物や特産を販売し
ました　▶成果は　予想
以上の売れ行きでした
▶うれしかったことは

小浜の食べ物を「おいしい」と聞いた
ときです　▶小浜の好きなところは　
食べ物がおいしく、海がきれいなこと
▶こうしたら小浜はよくなる　浅草の
のように商店街がもっと活性化した
り、大きな買い物ができるところが
あったりするといいですね

会場は宮川、松永、口名田！　　
議会報告会を開催します　　　

議会基本条例の制定後、初めての議会報告会を３会場同時に開催します。　　　　　

　　　　　　　　と　き　５月 11 日（土）　１９時〜２１時
　　　　　　　　ところ　宮川公民館・松永公民館・口名田公民館
　　　　　　　　内　容　議会改革の取り組み、3 月定例会の報告、

　　　　　　　　　　　 防災について、意見交換会など

【浅草の商店街で記念撮影】 【真剣に練習に打ち込む部員】

【編集作業の様子】

地区外の方でも参加OK

おばま議会だより⓬
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